
　２月 12 日（金）から市・県民税の申告（平成 22 年１月１日現在で筑西市に住所がある人。ただし、
確定申告をする人、年末調整済の給与所得以外に所得のない人は必要なし）と所得税の申告が始ま
りますので、早めに申告を済ませましょう。混雑を避けるために、一部の人には昨年の申告に基づ
き申告書を郵送し、受付の日時を選定しましたので、なるべくその日時に手続きをお願いします。

３月 場所：文化ギャラリー（スピカ６Ｆ）

２日（火） 　旧市内・伊讃地区

３日（水） 　伊讃・川島地区

４日（木） 　川島・竹島地区

５日（金） 　竹島・養蚕地区

８日（月） 　養蚕・五所地区

９日（火） 　五所・中地区

10日（水）　中・河間地区

11日（木）　河間・大田地区

12日（金）　大田地区

15日（月）　大田・嘉田生崎地区

２月 地　　区 場　　所

12日（金） 関本地区

生涯学習センター15日（月） 関本・河内地区

16日（火） 河内・黒子地区

18日（木）大村・村田・長讃地区

明野公民館19日（金）長讃・上野・鳥羽地区

22日（月） 村田・鳥羽地区

24日（水） 小栗・新治地区

協和公民館25日（木） 新治地区

26日（金） 新治・古里地区

※農業所得の申告については、平成 18 年分から収支計算
　による申告になりましたので『農業経営等のお尋ね』等
　を必ず作成のうえ、申告時に提出してください。

■ 問い合わせ　市民税課（内線 452,466,469,470）

２月 12 日（金）〜３月 15 日（月）（土・日曜日は除きます）

午前 9 時～ 11 時　午後１時～３時 30 分

■申告受付日程及び受付期間

※スピカで申告する際は、３時間無料のスタンプを駐車券に押印
　しますので、申告会場へ必ずご持参ください。

■申告に必要なもの
●印鑑　　●給与・年金の源泉徴収票、帳簿、収支内
訳書（農業経営等のお尋ね）などの所得を算出するた
めに必要な書類　　●医療費、社会保険料（国民年金
保険料は証明書を添付）、生命保険料、個人年金保険料、
地震保険料、　旧長期損害保険料などの支払証明書

確定申告のお知らせ
所得税・贈与税の申告及び納期限は…

３月15日（月）まで
消費税（個人事業者）の申告及び納期限は…

３月31日（水）まで

■ 問い合わせ　下館税務署（ ℡ 24-2121）

開設期間　2月４日（木）〜３月15日（月）

受付時間　午前９時〜午後４時まで

開設期間　2月 23日（火）〜２月26日（金）
　　　　　３月２日（火）〜３月５日（金）
受付時間　午前９時30分〜12時まで
申告会場　下館駅南口セナミ学院

申告会場　コミュニティプラザ（スピカ６F）

（土曜日・日曜日・祝日は除きます）

電子申告は
電子申告専用会場で

市・県民税と所得税の

申告期限は、３月15日 月  です。（   ）
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新
春
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会

家
庭
教
育
実
践
事
例
集
『
愛

の
記
録
』
入
賞
者
表
彰

　

平
成
22
年
筑
西
市
新
年
賀
詞
交

歓
会
を
１
月
６
日
、
玉
戸
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
行
い
、
約
４
０
０

人
が
出
席
し
て
新
年
の
ス
タ
ー
ト

を
祝
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
吉
澤
範
夫

市
長
が
「
厳
し
い
時
こ
そ
、
市
民

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
地

域
力
で
明
る
い
１
年
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

来
賓
の
フ
ァ
ナ
ッ
ク
（
株
）
名
誉
会

長
・
稲い

な
ば
せ
い
う
え
も
ん

葉
清
右
衛
門
氏
（
名
誉
市
民
）

が
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
産
業
界
の

将
来
展
望
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
平
成
21
年
度
茨
城
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
振
興
大
会
で
、
市
内
の
15
人

が
家
庭
教
育
の
実
践
事
例
を
記
し

た
『
愛
の
記
録
』
で
優
秀
な
成
績

を
納
め
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
下
館
南
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
谷
中
洋
子
さ
ん
が
、

入
賞
作
品
『
自
分
の
努
力
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
周
り
の
支
え
九
十
九
パ
ー

セ
ン
ト
』
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。
※
敬
称
略

【
教
育
長
奨
励
賞
】
広
瀬
栄
子
（
鳥

羽
小
学
校
）、
谷
中
洋
子
（
下
館
南

中
学
校
）【
優
秀
賞
】
菅
原
美
智
子

（
川
島
保
育
園
）、
平
出
麻
紀
（
た

ち
ば
な
保
育
園
）、堀
米
美
智
子
（
石

田
保
育
園
）、
菅
原
真
弓
（
協
和
幼

稚
園
）、
櫻
井
奈
保
美
（
協
和
幼
稚

園
）、宮
田
真
由
美
（
下
館
幼
稚
園
）、

福
田
亜
紀
子
（
竹
島
小
学
校
）、
鈴

木
邦
夫
（
中
小
学
校
）、
伊
藤
芳

子
（
関
城
西
小
学
校
）、
吉
原
真
由

美
（
古
里
小
学
校
）【
優
良
賞
】
渡

辺
淳
子
（
関
城
幼
稚
園
）、
潮
田
慶

子
（
協
和
幼
稚
園
）、櫻
井
律
子
（
嘉

田
生
崎
小
学
校
）　

新
副
市
長
に

堤 

義
雄 

氏

　

昨
年
12
月
の
第
４
回
市
議
会
定
例
会
で
、
筑
西
市
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
、
堤
義
雄
（
つ
つ
み
よ
し
お
）
氏
が
１
月
１
日
付
で

新
し
い
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

副市長　
堤 義雄 氏（63）

東北大学法学部卒業。昭和 44
年茨城県庁に採用。総務課長、
地方労働委員会事務局長、県西
地方総合事務所長などを歴任。
松原在住。

ファナック（株）名誉
会長の稲葉清右衛門氏

各分野の代表者約400人が参加し、新し
い年の飛躍を誓いました。

　　

こ
の
た
び
、
副
市
長
を
拝
命
し

ま
し
た
堤
義
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
実
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

筑
西
市
は
、
筑
波
山
の
ふ
も
と

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
特
産
の

米
や
梨
、
こ
だ
ま
す
い
か
な
ど
農

産
物
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
全
国

有
数
の
地
域
で
す
。
ま
た
、
２
人

の
文
化
勲
章
受
章
者
を
輩
出
し
た

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
で
も
あ
り

ま
す
。
市
内
の
各
地
区
に
は
自
然
・

歴
史
・
文
化
・
食
な
ど
魅
力
的
な

資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
市
民
の
み
な
さ
ま
の
力
で

す
。
私
は
こ
れ
ら
の
資
源
が
う
ま

く
融
合
し
て
い
け
ば
、
本
市
は
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
お
力
を
ぜ

ひ
賜
り
な
が
ら
、
吉
澤
範
夫
市
長

を
支
え
、
筑
西
市
が
も
っ
と
も
っ

と
元
気
に
な
る
よ
う
精
一
杯
勤
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
市
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
確
信
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